


第１回定例会
3月3日～15日

　平成２３年第１回定例会は、３月３日から１５
日まで１３日間の会期で開かれました。
　会議では、平成２３年度当初予算、条例の
制定や改正、副町長人事、議員提出議案など
３０議案を原案のとおり可決・同意しました。
　また、４名の議員が一般質問を行い、町政各
般にわたり町長の考えをただしました。

　平成２３年度当初予算は左の表のとおり、
全員賛成で可決しました。
　長引く不景気により税収入が落ち込んで
いる中、限られた財源を子育て支援や雇用
対策など重点事業に集中配分した予算と
なっています。
　主な増加項目は、こども医療費の助成、障
害者福祉給付費、各特別会計への繰出金な
どとなっています。
　なお、今年度より浄化槽整備推進事業特
別会計が新たに設置されました。これは、町
が実施する浄化槽整備推進事業に係る歳入
と歳出を、一般会計と区別し特別会計として
実施するものです。
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▲第一回定例会

人
事
案
件

　

昨
年
の
四
月
か
ら
空

席
と
な
っ
て
い
た
副
町
長

の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、四
月
一日
よ
り
大
江
賢
一氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

〈
全
員
同
意
〉

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉

（
小
野
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

 

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

出
産
育
児
一
時
金
を
増
額

　

こ
れ
ま
で
三
十
五
万
円
で
あ
っ
た
出
産
育
児
一時
金

が
、平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
三
十
九
万
円
に
増
額

さ
れ
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
）

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉

町
長
等
の
特
別
職
の

給
料
を
減
額

　

町
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、町
長

の
給
料
に
つ
い
て
は
、三
十
パ
ー
セ

ン
ト
、副
町
長・教
育
長
に
つ
い
て
は

十
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
し
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
か
ら
減
額
し
て
い
ま

し
た
が
、さ
ら
に
期
間
を
平
成
二
十
五

年
三
月
ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

町民の「笑顔とがんばり」のために平成２３年度予算０．７５％増
一般会計予算４０億２，５００万円

553,000円

568,000円

536,000円

790,000円

632,000円

596,000円

町長

副町長

教育長

減額後月額減額前月額

▲大江賢一氏

星野節子 趣旨採択

採択

趣旨採択

第
１
回
定
例
会
で
は
、

３
件
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
陳
情
の
審
査
結
果
】

日本労働組合総連合会
福島県連合会田村地区連合会

議長：大和田勝司

日本労働組合総連合会
福島県連合会田村地区連合会

議長：大和田勝司

別名に化けた外国人参政権への
警戒を求める陳情

公契約に関する基本法の制定を
求める意見書の提出について

福島県最低賃金の引き上げと
早期発効を求める意見書の提出について

陳情者件名 審査結果

國分喜正議員 全員賛成で可決

全員賛成で可決

陳情を受け、議員提出議案により意見書を内閣総理大臣等に提出しました。

議員提出議案の審査結果

宇佐見留男議員

福島県最低賃金の引き上げと
早期発効を求める意見書

公契約に関する基本法の
制定を求める意見書

提出者議案名 審査結果

衆・参議院議長
内閣総理大臣

内閣総理大臣
厚生労働大臣ほか

提出先
平成２３年度当初予算

一般会計

特
別
会
計

4,025,000

1,310,251

103,440

952,352

3,492

175,966

3,082

149,367

147,916

4,645

93,583

30,000（↑増）

55,861（↓減）

4,961（↑増）

32,508（↑増）

107（↑増）

175,966（↑増）

49（↓減）

4,354（↓減）

4,089（↓減）

1,404（↑増）

8,039（↑増）

水
道
事
業

国民健康保険

後期高齢者医療
介護保険

介護保険サービス事業

浄化槽整備推進事業

文化・体育振興基金

収益的収入

収益的支出
資本的収入

資本的支出

会計区分 当初予算額(千円) 前年度との比較

平成２３年３月補正予算

一般会計

特
別
会
計

299,671

▲ 3,844

▲ 76

▲ 2,502

23,731

524

267

2,645

▲ 463

▲ 1,102

0

4,624,153

1,288,645

28

98,265

964,676

3,909

3,398

155,689

151,141

20,307

106,868

水
道
事
業

国民健康保険

老人保険
後期高齢者医療

介護保険

介護保険サービス事業

文化・体育振興基金

収益的収入

収益的支出
資本的収入

資本的支出

会計区分 補正額(千円) 予算総額

意見書とは…
「地方公共団体の議会は、公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政
庁に提出することができる（地方自治法第９９条）」とされています。民意を国政
などに反映する手段として議会に認められている権限です。

　平成２３年３月の補正予算は右の表
のとおり、全員賛成で可決しました。
　収入では、税収の減額を見込みまし
たが、特別交付税や地域活性化のため
の交付金、安全・安心な学校づくり交付
金などの収入が増額となりました。
　支出では、一般会計でこれら交付金
や交付税などに対応した小野中学校
改築整備事業費、公立小野町地方綜
合病院組合への負担金などが増額と
なりました。
　国民健康保険・後期高齢者医療・介
護保険・介護サービス事業などの特別
会計では、年間の受給見込み額を決算
に向け調整しました。



グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済

競
争
の
中
で
国
が
確
固
た
る
地

位
を
保
ち
な
が
ら
も
、農
林
水

産
業
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指

す
と
と
も
に
、食
料
の
安
定
供

給
を
確
保
す
る
対
策
を
講
じ
た

農
業
施
策
の
展
開
が
必
要
で
あ

り
、国
・
県
に
慎
重
な
対
応
を
す

る
よ
う
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、地
方
の
声
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。
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一　般　質　問
第１回定例会

3月4日

宇佐見留男議員・國分喜正議員・遠藤英信議員・吉田鐵雄議員が
町政全般について質問を行いました。

宇
佐
見
留
男 

議
員

農
林
業
課
題
へ
の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

環
境
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

意
欲
を
持
っ
て
農
業
経
営
に

取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る

昨
年
よ
り
の
口
蹄
疫
や
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
、異
常

気
象
に
よ
る
農
産
物
の
品
質
・

収
量
低
下
は
、農
業
経
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、農
業
者
人
口
が
高
齢

化・減
少
す
る
中
、後
継
者
の
確

保
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。町
の
基
本
産
業
で
あ

る
農
業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
、

農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問

昨
今
の
森
林
林
業
の

情
勢
に
つ
い
て

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

が
平
成
21
年
12
月
に
策
定
さ

れ
、21
世
紀
日
本
の
復
活
に
向
け

問

こ
の
問
題
解
決
の

た
め
認
定
農
業
者
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、認
定
者
に

対
し
て
は
農
業
関
係
機
関
団

問
政
府
で
は
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）に
向

け
て
本
格
的
に
交
渉
に
入
っ
た

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
参
加
す
れ
ば
、

日
本
の
食
糧
安
全
保
障
と
地

域
社
会
や
経
済
に
甚
大
な
影

響
を
与
え
か
ね
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。中
山
間
地
に
属
す

る
当
町
も
相
当
の
影
響
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。町
と
し
て
県

等
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
、

町
民
に
不
安
や
懸
念
の
声
が

高
ま
ら
な
い
こ
と
を
私
と
し
て

も
強
く
思
っ
て
い
る
が
、こ
の
問

題
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
見

解
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
。

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）に
つ
い
て

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
、

本
町
と
し
て
支
援
策
を

検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か

高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
の
影
響
で
、身
近
な
店
の
撤

退
ま
た
は
廃
業
が
増
え
て
い
る

な
か
、県
内
で
民
間
や
行
政
に

よ
る
買
い
物
弱
者
支
援
を
実
施

ま
た
は
計
画
し
て
い
る
自
治
体

は
少
な
く
と
も
27
市
町
村
に

上
っ
て
い
る
。本
町
と
し
て
、買

問

慎
重
な
対
応
を

す
る
よ
う
国
・
県
に
要
請

國
分
喜
正 

議
員

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て

当
町
の
認
識
に
つ
い
て

昨
年
の
あ
る
新
聞
に
よ

る
と
、市
を
対
象
に
し
た
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、本
県

の
本
宮
市
が
北
海
道
東
北
地

区
で
二
位
、全
国
で
二
十
六
位

と
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

に
つ
い
て
、当
町
で
は
ど
の
よ
う

な
認
識
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
か
。

問

第
四
次
振
興
計
画
と
の

整
合
性
に
つ
い
て

第
四
次
小
野
町
振
興
計
画

が
進
行
中
で
す
が
、住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
の「
安
心
」、「
利
便
」、

「
快
適
度
」の
三
項
目
に
つ
い
て
、

現
在
の
計
画
を
実
行
し
て
い
け

ば
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を
実
現
で

き
る
の
か
、あ
る
い
は
具
現
化
す

問

県
道
小
野
郡
山
線
の

道
路
整
備
に
つ
い
て

問

問

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て

今
後
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い

体
が
技
術
支
援
や
農
地
の

あ
っ
せ
ん
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、町
独
自
に
就
農
初

期
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
支

援
金
や
経
営
規
模
拡
大
・
経

営
合
理
化
の
た
め
の
支
援
金

交
付
を
行
う
な
ど
、将
来
に

わ
た
り
意
欲
を
持
っ
て
農
業

経
営
に
取
り
組
め
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、今
後
も
引
き
続
き
、農
業

経
営
が
魅
力
的
な
も
の
と
な

る
よ
う
事
業
の
推
進
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲水源の森林

▲カーブや坂道の多い小野・郡山線

町
長

町
長

町
か
ら
の
補
助
金

の
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
、事
業

主
体
と
協
議
を
重
ね
、森
林

整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

町
長

買
い
物
弱
者
に
対
す
る

支
援
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い

小
野
町
で
も
少
子
高

齢
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

い
、交
通
弱
者
支
援
の
必
要
性
が

今
後
増
し
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

各
行
政
区
や
各
種
団
体
を

通
じ
て
情
報
を
集
め
る
と
と
も

町
長

住
み
よ
い
と
実
感
で
き
る

町
づ
く
り
を
目
指
す

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、「
安

心
度
」、「
利
便
度
」、「
快
適
度
」、

「
富
裕
度
」、「
住
居
水
準
充
実

度
」の
観
点
か
ら
、国
勢
調
査
な

ど
十
四
の
公
的
統
計
を
指
標
と

し
算
出
す
る
方
法
で
行
わ
れ
て

町
長

事
業
の
追
加
や
修
正
が

必
要
な
場
合
、

必
要
な
対
応
を
し
た
い

町
の
振
興
計
画
の

基
本
目
標
は
、住
み
よ
さ
ラ

町
長

郡
山
市
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
積
極
的
な

要
望
活
動
を
進
め
た
い

県
道
小
野
郡
山
線

は
、通
勤
・
通
学
・
通
院
な
ど
、

町
民
の
主
要
生
活
道
路
で
あ

り
、産
業
・
物
流
・
観
光
ル
ー

ト
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
道
路
で
す
。

　

重
点
要
望
個
所
と
し
て
位

置
付
け
、郡
山
市
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
関
係
機
関
に
積

極
的
に
要
望
活
動
等
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、引
き
続
き

機
会
あ
る
ご
と
に
強
く
要
望

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

た
21
の
国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、長
期
に
わ
た
る
木
材
価

格
の
低
迷
に
よ
る
森
林
所
有
者

の
意
欲
減
退
に
よ
り
、森
林
整
備

が
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
現

状
で
す
。

　

森
林
は
水
源
涵
養
な
ど

の
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、行
政
と
し
て
森
林
整

備
の
意
欲
を
促
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

国・県
の
補
助
金
だ
け
で

森
林
整
備
を
実
施
す
る
の

は
厳
し
い
た
め
、町
に
よ
る

補
助
金
の
か
さ
上
げ
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ン
キ
ン
グ
の「
安
心
」、「
利

便
」、「
快
適
度
」と
相
容
れ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
の
追
加
や
修
正
が
必

要
な
場
合
に
は
、計
画
見
直

し
の
際
に
必
要
な
対
応
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
道
小
野
郡
山
線
に
つ

い
て
、急
な
坂
道
や
カ
ー
ブ

が
あ
り
、雪
が
降
る
と
心
配

で
あ
る
、ま
た
、

も
う
少
し
早
く

行
き
来
で
き
な

い
も
の
か
な
ど

の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。

　

厳
し
い
経
済

状
況
の
中
で
、会

社
も
地
元
に
は

少
な
く
な
り
ま

し
た
。小
野
町
に

住
み
続
け
な
が

ら
通
勤
で
き
る

場
所
と
し
て
は
、

仕
事
や
職
種
の

多
い
郡
山
が
有

力
な
仕
事
先
に

町
道
未
舗
装
部
分
の

整
備
に
つ
い
て

住
民
が
安
全
で
活
力
に

満
ち
た
社
会
生
活
及
び
経
済

生
活
を
実
現
す
る
に
は
生
活
の

基
盤
と
な
る
道
路
の
整
備
促
進

な
り
ま
す
。

　

県
道
小
野
郡
山
線
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
、町
長
の
お
考

え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

い
物
弱
者
に
対
す
る
支
援
策
を

検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

に
、Ｊ
Ａ
や
商
工
会
な
ど
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
、民
間
事

業
者
に
よ
る
食
材
の
宅
配
や
移

動
販
売
の
利
活
用
な
ど
、支
援

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

い
ま
す
。

　

住
み
よ
さ
の
判
断
を
す
る
に

は
、こ
れ
ら
の
指
標
も
客
観
的
な

基
準
と
し
て
大
切
で
す
が
、住
み

よ
い
と
実
感
で
き
る
か
が
重
要
と

思
い
ま
す
の
で
、町
民
の
皆
様
が

住
み
よ
い
町
だ
と
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
、取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
た
め
に
追
加
す
べ
き
計
画
が

生
じ
た
場
合
、ど
う
さ
れ
る
か
。

計
画
的
に
整
備
を
進
め
る

現
在
、町
道
認
定
路

線
は
二
百
六
十
三
路
線
、実
延

長
は
二
百
二
十
三
・
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、う
ち
舗
装
済
み
延
長
は

百
六
十
七
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

舗
装
率
は
七
十
四
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
路
線
の
重
要
性
、

緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

ま
ず
住
居
の
あ
る
未
舗
装
区
間

の
解
消
を
優
先
し
、厳
し
い
財

政
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
計
画
的

に
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る

と
、町
道
は
と
て
も
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
が
、現
在
、未

舗
装
部
分
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
っ

て
、今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
し

て
い
か
れ
る
の
か
。

平
成
二
十
年
四
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
メ
タ
ボ
検
診
の

目
的
は
、健
康
な
人
に
比
べ
発

症
の
確
率
が
三
十
倍
も
高
い

と
い
わ
れ
て
い
る
生
活
習
慣

病
の
発
症
を
抑
え
、国
民
医
療

費
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
る

問 メ
タ
ボ
検
診
に
つ
い
て

と
も
言
わ
れ
る
医
療
費
を
抑

え
る
た
め
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

検
診
を
受
け
な
い
個
人
を

放
置
す
る
と
、各
市
町
村
や
保

険
組
合
、共
済
組
合
に
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

検
診
の
周
知
徹
底
に
は
、
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特
定
検
診
の
目
標
値
等
を

ク
リ
ア
で
き
る
の
か

ど
の
よ
う
に

今
後
取
り
組
む
の
か

五
年
経
過
後
に
は
メ
タ
ボ

受
診
率
が
目
標
に
決
め
ら
れ
た

問

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

分
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め
る

平
成
二
十
一
年
度
の
受

診
率
は
計
画
目
標
の
四
十
五
％

▲文化の館・図書館は、今年空調設備が改修されます

個
別
通
知
を
始
め
と

し
、全
世
帯
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、

広
報
お
の
ま
ち
や
回
覧
等
に
よ

り
周
知
と
受
診
勧
奨
を
行
い
、

ま
た
、各
種
健
康
教
室
、相
談
会

場
に
お
い
て
も
周
知
・
勧
奨
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

集
団
検
診
は
土
日
も
行
い
、

個
別
検
診
は
平
成
20
年
度
よ
り

各
医
療
機
関
で
の
検
診
も
開
始

し
、
21
年
度
か
ら
、受
診
期
間
の

延
長
も
行
い
、未
受
診
者
に
対

す
る
電
話
に
よ
る
勧
奨
や
医
療

機
関
で
の
個
別
検
診
の
案
内

等
、再
々
行
っ
て
き
ま
し
た
。今

後
も
さ
ら
な
る
受
診
率
向
上
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

個
別
通
知
、

全
世
帯
チ
ラ
シ
配
布
、

広
報
お
の
ま
ち
、

回
覧
等
に
よ
り
周
知

野
菜
関
係
に
つ
い
て

は
収
量
が
減
少
し
た
が
、単
価

の
上
昇
に
よ
り
販
売
金
額
は

前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

水
稲
は
品
質
の
低
下
が
若

干
見
ら
れ
ま
し
た
が
、大
き
な

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
長

野
菜
は
収
量
が
減
少
、

水
稲
は
大
き
な
影
響
な
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
見
や
す

さ
の
工
夫
、迅
速
な
更
新
、的

確
な
情
報
量
の
提
供
な
ど
に

心
が
け
て
き
ま
し
た
。各
課
の

掲
載
状
況
や
更
新
状
況
の
確

認
を
今
後
さ
ら
に
徹
底
し
、魅

力
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
す

る
よ
う
充
実
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長

魅
力
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

す
る
た
め
充
実
を
図
り
た
い

町
で
は
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、難
視
地
区
の

調
査
、受
診
相
談
等
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。現
在
、町

独
自
の
調
査
で
把
握
し
て
い

る
全
て
の
放
送
局
が
映
ら
な

い
難
視
世
帯
は
六
十
六
世
帯

で
す
。一
部
放
送
局
が
難
視
の

世
帯
は
調
査
中
で
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
時
点

で
視
聴
で
き
な
い
世
帯
が
生

じ
な
い
よ
う
、引
き
続
き
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
対
策
を

講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

視
聴
で
き
な
い
世
帯
が

生
じ
な
い
よ
う
対
策
を

講
じ
た
い

普
通
教
室
を
は

じ
め
、大
部
分
の
教
室
に
は
設

置
し
て
い
ま
せ
ん
。暑
さ
対
策

と
し
て
は
、気
温
・
湿
度
に
配

慮
し
た
運
動
の
実
践
や
こ
ま

め
な
水
分
補
給
、健
康
観
察

な
ど
に
よ
り
、熱
中
症
な
ど

の
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

大
部
分
の
教
室
に
は

設
置
し
て
い
な
い
。

保
健
室
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
た
い

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

や
町
民
体
育
館
の
個
室
に
は

冷
暖
房
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、整
備
さ
れ
て
い
な

い
施
設
に
つ
い
て
は
利
用
者

の
ご
意
見
や
費
用
対
効
果
を

含
め
、効
率
的
な
対
応
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
や

町
民
体
育
館
の
個
室
に
は

設
置
さ
れ
て
い
る

町
長

遠
藤
英
信 

議
員

猛
暑
対
策
に
つ
い
て

猛
暑
に
よ
る
農
産
物
へ
の

影
響
に
つ
い
て

二
〇
一
〇
年
は
記
録
的
な

猛
暑
で
あ
り
、町
民
の
方
も
熱

中
症
や
食
欲
不
振
、倦
怠
感
な

問

町
内
小
中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に

つ
い
て小

野
町
の
将
来
を
担
う

児
童・生
徒
の
猛
暑
に
対
す
る

健
康
管
理
の
た
め
、各
学
校
の

教
室
に
冷
房
施
設
を
備
え
る

こ
と
が
必
要
と
思
う
が
、設

置
状
況
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、保
健
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

問

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
等

公
共
施
設
の

冷
暖
房
設
備
状
況
に
つ
い
て

問

情
報
通
信
網
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

小
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
と
広
報
・Ｐ
Ｒ
の

利
活
用
に
つ
い
て

小
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
興
味
あ
る
情
報
量
が
少

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。広

報
・
Ｐ
Ｒ
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、担
当
部
署
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
し
て
、魅
力
的
な
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
し
て
は
ど
う
か

と
思
う
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
る
こ
と
、広
報
・
Ｐ
Ｒ

を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て

い
く
の
か
、伺
い
た
い
。

問

難
視
聴
地
域
の

状
況
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
七
月
二

十
四
日
ま
で
に
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
は
終
了
し
、地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。

　

小
野
町
に
お
い
て
、地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
の
届
か

な
い
難
視
聴
地
域
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、伺
い
ま
す
。

問

教
育
長

影
響
も
踏
ま
え
、改
め
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
健
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
は
、地
球
温
暖
化
の

行
政
と
し
て
大
変
な
努
力
を

し
て
い
る
と
思
う
が
、現
在
ま

で
の
周
知
具
合
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
っ
て
い
る

の
か
、該
当
者
の
特
定
保
健
指
導

率
は
四
十
五
％
以
上
に
な
っ
て
い

る
の
か
、メ
タ
ボ
該
当
者
及
び
予

備
軍
を
十
％
減
ら
し
て
い
る
の
か

な
ど
の
目
標
が
あ
り
、未
達
成
の

場
合
は
七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
補
助
金
が
十
％

程
度
の
範
囲
で
増
減
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
条
件
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
、ど
の
様
な
手
立

て
で
今
後
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

ふ
る
さ
と
文
化
の
舘
、図

書
館
に
つ
い
て
は
空
調
設
備

の
改
修
が
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、小
野
町
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
を
は
じ
め
、他
の

公
共
施
設
の
冷
暖
房
設
備
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

暫
定
的
措
置
と
し
て

衛
星
放
送
受
信
手
続
き
を

進
め
て
い
る

小
野
町
独
自
の

共
聴
ア
ン
テ
ナ
設
置
の

補
助
制
度
実
施
に
つ
い
て

難
視
聴
地
域
で
受
診
す

る
た
め
に
は
共
聴
ア
ン
テ
ナ

の
設
置
が
有
効
と
さ
れ
る

が
、一
基
数
百
万
円
か
か
る
と

い
う
。難
視
聴
地
域
解
消
を

進
め
る
た
め
に
は
、町
独
自
の

補
助
制
度
創
設
が
求
め
ら
れ

る
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

問町
内
の
桜
銘
木
の
把
握
、

保
存
と
活
用
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
に
は
東
堂

山
の
観
音
桜
が
、平
成
二
十
二

年
に
は
高
山
桜
が
倒
木
し
、

貴
重
な
財
産
が
一瞬
に
し
て
失

わ
れ
ま
し
た
。浮
金
の
谷
地

の
桜
も
折
損
の
被
害
に
あ
っ

て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
し
だ
れ
桜
の
銘

木
、山
桜
の
古
木
が
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。小
野
町
に

存
在
す
る
桜
銘
木
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。ま

た
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
ど

問 芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

小
野
町
の
高
齢
化
率
と

今
後
の
推
移
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
が
進
み
、家

族
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄

問 無
縁
社
会（
薄
れ
ゆ
く
絆
）に
つ
い
て ▲成長した観音桜のひこばえ

難
視
と
な
る
世
帯

に
つ
い
て
は
、暫
定
的
措
置
と

し
て
衛
星
放
送
の
受
信
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。恒
久

的
な
対
策
と
し
て
は
、高
性

能
ア
ン
テ
ナ
、共
聴
ア
ン
テ
ナ

な
ど
、ど
の
対
策
が
適
し
て

い
る
の
か
、難
視
地
区
の
受

信
状
況
や
今
後
の
動
向
を
含

め
、調
査
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
長

定
期
的
に
樹
木
医
の

診
察
を
受
け
て
い
る

小
野
町
の
銘
木
に

は
、夏
井
諏
訪
神
社
の
翁
杉
・

媼
杉
を
始
め
議
員
ご
発
言
の

桜
な
ど
数
多
く
の
銘
木
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、定
期

的
に
樹
木
医
の
診
察
を
受

け
、ま
た
、地
元
の
保
存
会
の

皆
様
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

観
音
桜
に
つ
い
て
は
倒
木

町
長

依
頼
し
接
ぎ
木
に
よ
る
増
殖

を
行
い
、大
き
い
も
の
で
二

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
成
長
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、公
募
に
よ
り
命
名

し
た「
こ
ま
ち
桜
回
廊
」な
ど

の
桜
並
木
を
始
め
、桜
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
、観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
な
ど
、

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を

図
っ
て
お
り
、今
後
も
保
護
・

保
存
・
活
用
を
す
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

か
ら
自
生
し
た
ひ
こ
ば
え
を

採
取
し
、県
の
林
業
研
究
セ

ン
タ
ー
に
て
養
生
を
し
て
い

た
も
の
が
、大
き
い
も
の
で
一・

五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
成
長
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
二
十
一
年
度
か

ら
銘
木
の
保
存
の
た
め
、小

野
町
銘
木
後
継
樹
育
成
事
業

に
取
り
組
み
、高
山
し
だ
れ

桜
や
谷
地
の
桜
な
ど
に
つ
い

て
、茨
城
県
の
森
林
総
合
研

究
所
林
木
育
苗
セ
ン
タ
ー
に

れ
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
、核
家
族
化
が
進
む
な

ど
社
会
の
変
化
と
深
く
関
係

し
て
、地
域
社
会
で
様
々
な
問

に
対
し
三
十
六
・
四
％
、特
定
保

健
指
導
実
施
率
は
目
標
の
三

十
％
に
対
し
四
十
・
六
％
と
い

う
結
果
で
し
た
。メ
タ
ボ
該
当

者
・
予
備
群
の
減
少
率
目
標

十
％
に
つ
い
て
は
、達
成
に
向
け

て
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て

周
知
・
勧
奨
・
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

今
後
は
、現
在
ま
で
の
取
り

組
み
の
ほ
か
に
、受
診
者
の
意

向
調
査
を
行
い
、受
診
医
療
機

関
の
拡
充
を
図
り
、受
診
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
分
か
り
や

す
い
周
知
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ど
を
経
験
し
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。ま
た
、農
産
物
な
ど
に

も
多
大
な
影
響
が
出
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。小
野

町
で
は
ど
の
よ
う
な
猛
暑
の
影

響
が
あ
っ
た
か
伺
い
ま
す
。
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大
変
有
効
な
方
法
の
一
つ

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
を
給
食
費

に
回
す
と
か
色
々
取
り
ざ
た

さ
れ
て
い
る
が
、基
本
的
に
わ

が
町
は
現
金
で
渡
す
の
か
、ま

た
は
給
食
費
等
に
回
す
こ
と

も
考
え
て
い
る
の
か
。

問

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

前
の
議
会
で
町
長
は
、小

野
中
学
校
の
新
校
舎
が
出
来

上
が
る
時
点
で
浮
金
中
学
校

を
統
合
す
る
と
い
う
よ
う
に

答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、中
学
校

の
完
成
と
同
時
に
統
合
が
間

に
合
う
の
か
。

問

統
合
小
学
校
の

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て

小
学
校
の
統
合
再
編
に

つ
い
て
、場
所
や
規
模
の
構
想

が
あ
っ
た
ら
伺
い
た
い
。

問

生
コ
ン
や
Ｕ
字
溝
等

の
建
設
資
材
を
支
給
し
て
地

域
の
方
々
の
力
を
借
り
て
整

備
す
る
と
い
う
の
は
、大
変
有

効
な
方
法
の
一
つ
と
考
え
ま

す
。事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、

行
政
区
長
会
や
関
係
す
る
団

体
と
協
議
し
、今
後
の
方
向
づ

け
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

町
長

十
ア
ー
ル
当
た
り

一
万
五
千
百
円

当
年
産
米
の
販
売
価
格

が
過
去
三
年
間
の
平
均
価
格
を
下

回
っ
た
場
合
、そ
の
差
額
を
補
て

町
長

子
ど
も
手
当
法
成
立
後
、

具
体
的
に
検
討
し
た
い

子
ど
も
手
当
か
ら

徴
収
で
き
る
費
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、現
在
国
に
お
い
て
審

議
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。子
ど

も
手
当
法
が
成
立
し
た
時
点

で
具
体
的
な
検
討
を
行
う
よ

う
担
当
課
に
指
示
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長

平
成
二
十
四
年

四
月
か
ら
の
統
合
を

念
頭
に
地
域
の
方
々
と

協
議
を
進
め
て
い
る

平
成
十
八
年
に
教
育

委
員
会
で
策
定
さ
れ
ま
し
た「
小

野
町
教
育
環
境
整
備
の
基
本
方

針
」に
お
い
て
、町
内
の
二
つ
の
中

学
校
を
統
合
し
一つ
の
中
学
校
と

す
る
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。そ

町
長

現
在
、煮
詰
ま
っ
た

段
階
で
は
な
い

先
ほ
ど
の「
小
野
町

教
育
環
境
整
備
の
基
本
方
針
」

に
お
い
て
、十
年
を
目
途
に
小

野
町
の
小
学
校
を
一つ
に
統
合

す
る
と
の
基
本
方
針
で
す
が
、

小
学
校
の
場
所
云
々
に
つ
い

て
は
、現
在
の
所
、煮
詰
ま
っ
た

段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長

吉
田
鐵
雄 

議
員

農
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

米
の
戸
別
補
償
モ
デ
ル
事
業

交
付
金
の
現
状
に
つ
い
て

小
野
町
議
会
議
長
大
和
田 

昭

大
和
田
議
長
が
田
村
地
方
町
村

議
会
議
長
会
会
長
に
就
任

わ
が
町
で
は
ど
れ
ぐ
ら

い
の
利
ざ
や
の
米
の
戸
別
補

償
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

問

生
コ
ン
支
給
に
よ
る
生
活

道
路
の
地
元
施
工
に
つ
い
て

生
活
道
路
に
つ
い
て
、生
コ

ン
等
原
材
料
を
支
給
し
て
地
元

の
住
民
で
施
工
し
成
果
を
上
げ

て
い
る
町
村
が
あ
る
が
、小
野
町

で
は
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

問

民
生
委
員
、社
会
福
祉

協
議
会
等
と

連
携
し
高
齢
者
の

安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保

民
生
委
員
に
よ
る
訪

問
・
相
談
、地
域
包
括
支
援
セ

町
長

ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
や
支
援

を
始
め
、社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
に
よ
り
地
域
に
お

け
る
見
守
り
や
声
か
け
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、

高
齢
者
の
生
活
の
安
全
確
保

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
つ
い

て
で
す
が
、こ
れ
か
ら
県
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
る「
高
齢
者

見
守
り
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
支
援
事
業
」の
内
容
を
調
査

し
、高
齢
者
と
地
域
の
関
係
が

よ
り
一
層
深
ま
る
よ
う
、関
係

者
と
協
議
・
連
携
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
時
期
に
つ
い
て
は
小
野
中
学

校
改
築
整
備
の
完
了
時
期
を
目

標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

小
野
中
学
校
改
築
整
備
は
平

成
二
十
三
年
度
内
の
完
了
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
二

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
の
統
合
を

念
頭
に
地
域
の
方
々
と
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、現
時
点
で

統
合
に
対
し
様
々
な
ご
意
見
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

統
合
再
編
に
あ
た
っ
て
は
、何

よ
り
地
域
の
皆
様
と
の
話
し
合

い
、ご
理
解
が
重
要
で
す
の
で
、

引
き
続
き
話
し
合
い
を
継
続
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
支
援
施
策
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
つ
い
て

無
縁
社
会
に
対
処
す
る

た
め
、共
に
助
け
合
う
共
助

の
精
神
と
町
民
の
協
働
に
よ

る
地
域
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
の
構
築
が
重
要
と
思

い
ま
す
。

　

県
で
は「
高
齢
者
見
守
り

等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
支
援

問 平
成
二
十
三
年
二
月
末
現
在
、

二
十
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

健
康
福
祉
課
長

題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

た
っ
た
一
人
で
亡
く
な
り
引

き
取
り
手
の
な
い
無
縁
死
の

方
が
年
間
三
万
二
千
人
に
も

上
る
そ
う
で
す
。

　

小
野
町
の
高
齢
化
率
と
今
後

の
推
移
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
二
月
末
現

在
の
高
齢
化
率
は
二
十
七
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

今
後
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

推
計
に
よ
る
と
二
〇
一五
年
に

二
十
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、二

〇
二
〇
年
に
三
十
三
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
、二
〇
二
五
年
に
三
十

六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

事
業
」を
展
開
し
、高
齢
者
の

交
流
、支
え
あ
い
事
業
を
実

施
す
る
市
町
村
等
に
資
金
援

助
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

縁
の
あ
る
支
え
あ
う
小
野

町
を
目
指
す
た
め
、ど
の
よ

う
な
高
齢
者
支
援
策
を
す
る

の
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
考
え
て
い

る
の
か
、伺
い
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
、改

め
ま
し
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
事
故
の
長
期
化
に
よ
り

農
業
、商
工
業
、観
光
な
ど
へ
の
風
評
被
害

が
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
野
町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、風
評
被

害
や
放
射
能
の
影
響
な
ど
に
対
し
ま
し
て
、

引
き
続
き
迅
速
に
対
処
し
て
参
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　

困
難
な
時
期
で
あ
り
ま
す
が
、健
康
に

ご
留
意
さ
れ
、と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

大
和
田
議
長
が
五

月
十
二
日
付
け
で
田

村
地
方
町
村
議
会
議

長
会
会
長
に
、五
月
十

八
日
付
け
で
田
村
地
方
市
町
議
会
議
長

会
会
長
に
、ま
た
六
月
六
日
付
け
で
福
島

県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
に
、そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
ま
し
た
。

議
長
よ
り
町
民
の
皆
様
へ

2月
February月

例
全
員
協
議
会

広
報
編
集
委
員
会

9
日

3月
March県

立
小
野
高
等
学
校
卒
業
式

1
日

4月
April町

内
保
育
園
入
園
式

2
日

町
内
小
学
校
卒
業
式

5
日

浮
金
つつ
じ
児
童
園
入
園
式

7
日

小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
入
園
式

8
日

議
会
全
員
協
議
会

11
日

小
野
高
等
学
校
入
学
式

13
日

行
政
区
長
会
議

14
日

民
生
委
員
協
議
会
総
会

28
日

第
2
回
さ
く
ら
回
廊
ま
つ
り

23
日

小
野
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

24
日

小
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
通
常

総
会

小
野
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

総
会

26
日

郡
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
田
村

地
区
部
会
総
会

21
日

町
内
小・中
学
校
入
学
式

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

第
3
回
臨
時
会

6
日

月
例
全
員
協
議
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会（
臨
時
号
）

22
日

例
月
出
納
検
査

田
村
地
方
町
村
議
会
議
長
会

小
野
町
観
光
協
会
総
会

27
日

葉
た
ば
こ
播
種
視
察

10
日

月
例
全
員
協
議
会

15
日

町
内
被
災
個
所
視
察

24
日

町
内
避
難
所
へ

手
打
ち
そ
ば

450
食
を
提
供

26
日

民
主
党
幹
事
長
に
大
震
災
に
係
る

緊
急
要
望
書
提
出

16
日

町
内
避
難
所
を
慰
問

17
日

総
理
大
臣
と
県
選
出
国
会
議
員
に

大
震
災
に
係
る
緊
急
要
望
書
提
出

町
内
避
難
所
を
慰
問

22
日

災
害
対
策
本
部
を
開
催
し
農
業
被

害
対
策
を
協
議

町
内
被
災
個
所
視
察

例
月
出
納
検
査

28
日

町
内
中
学
校
卒
業
式

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生

11
日

小
野
町
議
会
災
害
対
策
本
部
設
置

小
野
町
災
害
対
策
協
議
会

14
日

第
１
回
定
例
会

3
日
〜
15
日

公
共
事
業
特
別
委
員
会
正
副
委

員
長
、ト
リ
ア
ス（
株
）訪
問

１8
日

Ｂ
＆
Ｇ
杯
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
行
政
区
親

善
交
流
会

20
日

郡
山
広
域
消
防
組
合
議
会
運
営

委
員
会・議
会

21
日

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会

〈
福
島
市
〉

23
日

異
業
種
交
流
会・工
場
連
絡
協
議

会
と
企
業
対
策
特
別
委
員
懇
談
会

24
日

例
月
出
納
検
査

第
2
回
こ
ま
ち
ふ
れ
あ
い
フ
ェス
タ

実
行
委
員
会

25
日

町
村
議
会
議
長
会
第
2
回
定
期

総
会〈
福
島
市
〉

田
村
地
方
市
町
議
長
会
意
見
交
換
会

〈
福
島
市
〉

22
日

地
域
医
療
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

教
育
環
境
対
策
特
別
委
員
会

28
日

田
村
広
域
行
政
組
合
定
例
会

１７
日

73
局
光
回
線
開
通
記
念
会

26
日

議
会
活
動
日
誌

議
会
活
動
日
誌

ん
す
る
変
動
部
分
の
交
付
単
価
が

十
ア
ー
ル
当
た
り
一
万
五
千
百
円

と
決
定
さ
れ
、今
月
中
に
は
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲大和田 昭氏




